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アセテル化処理した竹材のチビタケナガシンクイムシ食害試験  
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要旨   

竹材♂）牛物劣イヒ「坊止を口約に，異なる季節に伐採したマダケをアセナル化処理しノた。そしてそのほか」ミ効見を見る  

ため，チビタケナガンンクイムシの食害試験を行なった．11月に伐採しノたマダケにはデンナンは含まれておらず，  

アセチル化処理の有無にかかわらずムンによる食害はほとんど認められなかった．気相および液相のアセチル化で  

処理時間や処理温度を変えることにより重量増加率鮎TP（i）の異なるアセチル化竹材が得られた．そのアセチル化竹  

材に対する食害試験の結果，アセナル化による素量増加率の上軌こ伴ない防山効果もl－りトニし，重量増加率圧嘲）以上  

で実用上十分なl防虫効果が得られた．  

1． はじめに   

竹は占一束より 日本人にとって最む身近な材料の一／〕で  

あり，ニれまではトに日川品や工芸品あるいは建築，猥  

水窪業川資材などとして利用されてきた．一方近牢では  

枯渇が危惧される木材資源の代替材料として利用する試  

みら盛んに行われており，竹のフロ十ノングや柱1），そ  

のほか♂〕建築構造物2）への利川などが研究されており，  

さらに安らぎを与える癒し系天然素材として，タイヤ・  

ホイ」－ルなどごく一部を除き人部分が竹製の車椅子こう）も  

開発され市販されようとしている．   

竹材をこのような用途に使用する際に最む懸念される  

事の 一つが虫による食害である．竹が昆虫により食害を  

受けやすいことは良く知られているが，その原因は竹材  

内にデンブン4）や遊離糖5）が大量に蓄積されているためで  

あると報告されている．それらはタケノコを成長させる  

ための養分とし∴て蓄えられるた姉蓄積遍堆季節変動が人  

きく6）そG7〕ため虫害対策として養分の蓄積量の少ない  

時期に竹を伐採することが従丸ヒり経験的に行われてき  

ている．しかし，竹材を年間を適して伐採。使用できな  

いことは，竹を広く利用していく上で大きな障告となっ  

ている   

現在最も確実な防せ対策としては防虫剤などぴ〕薬剤〝〕  

使用があげられる．全国一のマダケ生産県である本県国  

東地方では，上壁び）骨組み用小舞竹を山荷する際に減圧  

加圧装置による薬剤注入処理が行なわれており効果を上  

げている．   

当センターでは竹材のアセナル化処理げ）研究を行って  

おり，水による煮沸処理と気相アセナル化処理♂）組み合  

わせが竹材Ⅵカビ防出こ効果的であること7），および竹  

材にアセナル化処理を施すとチビタケナガンンクイムシ  

による食害が低卜すること8）を幸結している．しかしそ  

〝〕食害試験ではアセチル化条件は1種類で，その防虫効  

果は十分とほ言えなか／）た．   

そこで今川はアセチル化重量増加率の異なるサンプル  

を川いて食害試験を行ない，さらに元の竹材に含まれる  

養分量げ〕影響を検討したグ〕で報告する．  

2，実験方法   

2．1害虫の選択と飼育   

わが国において竹材に重大な被害を与一える昆虫は数楕  

類が知られているが，木材を食害する代表的な比虫であ  

るシロアリ♂）被害は竹材においては深刻なものとはされ  

ていない．そこで本研究では，特に本県特産のマダケに  

大きな被害を与えているチビタケナガシ ンクイムン  

（1れプOd〔肌J∫Jm√相川hヾ‡Tal）rj（JilユS：以トムシと記す：l卯）を実験  

対象とした。   

ムンげ）飼育㌧増殖についてはいくノ）かげ）報告がなされ  

ている9，10・川が〉 本研究ではソバ団子（水で練ったソバ  

粉を相子状にして紙で包み，60へ70℃で乾燥・固化lノた  

もげ））を飼料として，以下〝）手順により増殖させた．す  

なわち，ソバ団子をムシ飼育容器内に置くと卯が産み付  

けられる．1週間後に取り出L－rシヤーーレに置いた後に  

－10～〕－   
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一周り大きな容器内に人れ2S℃，iく卜け〔）（）′；J〃〕恒温恒恨器ヰ  

に置く．約2十月後から成虫とな／」たムシが団子から脱  

＝を始める．そこで摂食意欲陀盛なムシを実験に供する  

ため，シヤーー レから7‡モび出して2′i時間以内〝）ムシのみを  

集約て′実験に用いた．  

送風乾燥機   

図2 アセナル化処理方法  
図1 ナビタケナガンンクイムシ  

2．2 供試竹材   

竹材は5，6Jlと‖月に伐採した大分県在のマダ ケ  

（拙1′批両肌東町占皿正肌削徹誉S料症】〔1et Zし】（二CとLri11）を川いた．  

節聞部を四つ割りした後切断L（約5．0※7．5（、】11：ぺ肉厚），  

表皮女面に付着Lているワックス分および汚れをアセト  

ンで拭き取った後，（う5℃で4軋r．乾供させた．乾燥させた  

ままグ）も♂）を乾燥材，それをこう0分間煮沸して水溶性成分  

び）一部を除去した物を煮沸材とした．デシケー「クーー申に  

保管して実験に供した．   

2∴i竹材申の養分   

前述♂）とおり竹を食害する虫笹竹材一巨のデンプンや遊  

離糖を養分とLて摂取するため，それら養分び）より多い  

竹材を好んで食害するといわれている．そこで竹材中び〕  

養分量がアセチル化処理竹材の食害試験にどのような影  

響を与えるかを見るために，供試竹材中げ）デンプンおよ  

び遊離糖を定量した．分析は既報の上世6）により行った．  

すなわち，遊椎糖はサンプルを粉砕しエタノールで抽出  

した後再度水溶液とし 液体クし1r7トグラフイ」→で定量  

しノた．デンナンはここウノ」一ル抽出憐清を用いて，過塩素  

酸抽出加水分解しノた後液体クロマトグラフィーーでブド  

ウ糖を定星し（）．9を乗じて求漣）た   

2．穏 アセテル化処理   

アヤチル化は煮沸材に対して施した．無触媒，無水酢  

酸のみで気相および液相にて行なノ）た．アセナル化によ  

る重量増加率とさ」∵真＝防l仁効果〝）関連を見るため）処理時  

間あるいは処理温度を変えることにより重量増加率をコ  

ントロ、一ルlノた。  

図3 選択食′吉試験風景  

図4 強制食害試験凧景   

一一iい －  
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一方5月〝）竹は，乾燥材では選択試験，強制試験とも人  

きな被害を′乏けている．筆者は，モウソウチクではムシ  

の食害は柔らかく養分〝）多い内皮側に集中し，厚さ方向  

で外皮榔半分はほとんど食害を受けないことを報告tノて  

いる12）．【舶0は内′支側を粘った写貢ごあるが，内皮そ  

ぴ）そ）♂）もごく 一部に残っているだけで，内皮イ酢刀部分が  

はぼ完全に食いっくされていることがわかる．   

竹材の養分量おょびそレ〕季節変化と血∴よる食害とレ）  

関連はと〝）関係についてはいく／つか報告されている血   

衛掛ノ4）はマダケ竹材中のデンブン量をヨ」1ドテンプ  

ン反応で視覚的に評価することにより，竹材に対するム  

シの加害性を、ドリ定できる、としている．   

森口5）はモウソウテクとヒラタキクイムシを剛、た実  

験で虫♂）食べカスとノ己の竹材を比較し糖分は減少Lたが  

デンフンは減少していなか／つたこと，および竹材から〝）  

成虫〝）脱出は糖以外の熱水抽出物との関連が示唆される  

実験に川いた装置り）概略を図2に示〉ト   

竹材と無水酢酸を人れたセハラブルソラスコを送風乾  

燥機内で加熱してアセナル化処理を行なう．竹材を無水  

酢酸に沈観て行なえば液相法，無水酢酸に直接接しない  

ようにテフロンメッシュ上に置いて処理すると無水酢酸  

蒸気と反応して気相法となる。   

所定の時間処理した試料は，流温水（約50て二）中に72時間  

以上浸績Lて残留試薬を除去こノた後，乾媒器［盲号ほt二で恒  

星になるよで乾煉Lて秤量しアーヒチル化による重量増加  

率（＼Ⅵ〕（；）を或凍）た．   

2．5 食害試験   

選択食害試験は試験片（各処理4枚づ／〕）を直径二う0（ニnl  

のi引笥形ガラス容器用周上に配置した（図ニ〕）．ムシを  

試験片1個あたり20～24匹を容器の中心付近に投入Lた．   

強制食告試験は試験片を各2枚ずつ別々〝）容量1501Ilけ〕  

ガラスビンに人れ（図4），さらにムシを試験片1個あ  

たり25へ15ノら投入Lた．両試験とも27℃，相対働度70％  

の恒温恒湿器「‡］で1カ月聞経過後，食害による重量減少  

率を測定して防虫効果を評価した．  

3．結果及び考察   

今回川いた竹材♂）養分分析結果を表1に示す．   

マタケ中の養分量は5～6月に最大に，‖）～‖月に最  

小になるとごわれている．   

今回のサンプルでは，遊離糖は伐採時期では大きな違  

いは無く，ともに2．9～：う．9一宮）であった．   

一方デンプンは5，6月が2～3（舛，であったのに対し  

11月は測定rこ限以下（0．3％、二＞）で，季節による変化を明  

確に示していた．  

＝月と5月に伐採したマダケを用いた食害試験結果を図  

5ヘイトに示す．   

吏ず1＝‖対象竹材を用いた試験ではさ アセチル化条什  

に関わらザ未処理び〕むのヰ）含めて選択試験，強制試験と  

もに一部にかじられた桂庵笹）食害痕が見られたが，村内  

部を食い進むような被害は全く受けなかった（l※！与り．  
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図5 二1月伐採竹を用いた選択食害試験  
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 表ユ 供試竹材中の養分分析結果  

遊離糖（％）   デンナン（し‰）   

2．9   2．6   

2．9   2．2   

伐採月      5 月      6月      il月   ：う．〔）   0．こう以下  

ー  0  5．9 5．3 9．611．7 15．115．3  

アセテル化による重量増加率（％）   

図6 11月伐採竹を川いた強制食害試験   

仙1日 －  
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アセテル化による重量増加率（％）   

図7 5月伐採竹を用いた選択食害試験  

図〔タ 選択試験終了後の11月伐採マダケ乾燥材  

0
 
 
 
 
5
 
 
 
0
 
 
 
 
「
〇
 
 
 
〇
 
 
 
〔
J
 
n
）
 
 
 
「
コ
 
 

4
 
 
 
 
つ
J
 
 
 
 
3
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
イ
】
．
 
 

欝
 
）
掛
合
瑛
蛸
瞞
 
 

ー  0  0．6 Z4 80 9．4 1Z2 沌4  

アセテル化による重量増加率（％）  

図8 5月伐採竹を川いた強制食害潔験  

図10選択試験終√彼の5月伐採マダケ乾燥材  

セチル化処理材の被害はさらに小さくなっているが，そ  

の効果は選択食害試験よりむかなり小さくなっている．  

ニれは，選択食害試験ではすべての試験片がl言jじ容器内  

にあるためムシ釣多くが食べにくいアセナル化処理材を  

避けて食べやすい乾燥材に集中できるのに対1〕て，強制  

針善試験ではムシの食べ物が目の前の試験片しかない状  

態に置かれているため，アセナル化処理材で雲〕やむを得  

ず食′害したむのと考え仁）れる．   

また強制食害試験では，アセナル化処理による適量増  

加率の増加に伴い食害による直量減少率が櫓守する傾向  

が見られた   

選択。食′隷可試験ともコ アセナル化処理Lた試験片の被  

害が小さかったザ汀が椚らかであるが，アセナル化重量増  

加率と食害による重量減少率との問の牒確な相関が，特  

に選択食害試験では認旅心れないこと7いら，アセナル化  

処理による防虫効果凍二び〕実験かJJだけでは認めること  

は出来心い  

ニとを指摘し，虫害♂）発射こ対してはデンブン の存在は  

それはど重項ではなく糖やそれ以外の熱水柚出物が関連  

している可能性が高い，としている。   

今回の食害試験結果および供試竹材ジ）養分分析結果は，  

少なくとも17ダケに対するチビタケナガシンクイムシの  

食害に関しては，糖ではなくデンプンにLり引き起こさ  

れていろことが強く示唆された。   

次に5月伐採竹材を拝＝′、た試験結果より∴J′セナル化  

処理ゾ）効果を見る．   

選択食害試験では∴断碑するだけで軋燥材に比べ食筈  

による素量減少率に土ほぼ1／5に減少Lており，さらに  

それをアセナル化することで被害は大きく低ドLた．L  

かし／，アセナル化に上る虞量増加率才食害による虔量減  

少率と♂川i＝二は相関は誰ふ7）JJれなか／）た．   

強制食害試験でむ煮γ朴材は乾燥材より被害が小さくア  

－ ＝2¶   
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ニゾ）実験では，処理温度烏 ｛）よ（120℃）として処理時  

間を変えることでアセチル化革量増加率を変えている．  

そジ）ためアセチル化試験片び）食害が小さくなった♂）は，  

ニの実験結果たりから見ると，処理する際ジ〕努勘こ上るむ  

〃ノとむ考えられる．   

そこで，処理時間は一定にして処理温度を変えること  

で置量増加率を変えたアセナル化処理試験片を作った．  

さらに，ムシぴ）人吉りナが食／ヾヤすい乾燥材に集中してし  

まった結果，重量増加率頼童いによる食害♂〕差が出にく  

くなノJたことが考えトニノれるぴ〕で，試験片から乾燥材を除  

いて同様の実験を行なうこと′1：し／た．某験にご（t6月伐採  

げ）竹を川いた▲   

そ〃結果を回1卜一12に示す   

選択食筈試腐（図＝）て守L 前回い実験に比べ薫沸材  

の被害が大きくなっている．さらに重量増加率が10％よ  

り小さいところで，アセナル化重量増加率と食害にLる  

重量減少率とび）問に前者♂）増加に伴い後者が低卜j瓜ると  

いう町確な相関が認められた．しかし，重量増加率が  

川％を超えると重量減少率Hl％程度となりそれ以上の低  

下さま認められなかった．   

今回は乾燥材が選択対象から除かれているため，前回  

軋燥材に集中しノた被′寿が分散され，そ〝）際煮沸材にはム  

ンをひきつける魅力が乾燥材ほどは人きくないた納，よ  

り多く♂）ムシがアセチル化処理材のなかで比較的食べや  

すい≠〕ジ）に「如いったそ）び）で，そ〝）ため今回拍車量増加率  

と食害〟）間に相聞が出たと考えられる．  

一方強制食害試験（区12）は，乾燥材明あるなLは試  

験結果に畏三響Lないはドであるu   

今回 ゴーノ〕とむ重量増加率状小さいアヤナル化処理材  

（気相】20てこ処理）に食告がほ土んど発隼∴ておらず －  

ぴ）理由は不ずである。しノかしノそれ以外は，前車（㌻卵）と  

ほぼ同様に貢量増加率に伴い食筈が低下」トう結果が得ら  

れた．   

では， 美川的な用い」∃、効果を得るためにはどゾ）程度げ）重  

量増加率が必要かを考える．本研究では選択食害試験、  

強制食害試験明二通り〝滝七験をチプなノ）た   

選択食筈試儲では，条件げりこり厳Lい鞋燥材なLの状  

態でむ重量増加率誹皿明を越えると東宮ほ1（？‡）程度に  

なってよ叫フ ニ〔′7溝り賢しり食害では深く食い進まれた穴は  

iケ戸井り」予でみ＝J′′′二 被ノ害〃大部分はムンが自分の身体  

む隠十ために牒上た′㌧払われろごく 緩い穴か ′む）るいざ十  

かじ／ノた蝦だけここあり、し∴小もそれレ、パ1前述ソ）通り外側  

にさま全く付けレ、Jれないたれ11柑グ）強度骨」にもあるいは  

通常人目に射けい巨iい衷皮佃匪美観的にも膏とんどm匙  

にならない≠）ソ）で諒〕ろ   

強制食ノ吾試験でfL，壬）／ノとヰ）重量増価率い人きい試験  
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図11 6月伐採竹を用いた選択食害試験  
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図12 6Jl伐採竹を用いた強制食害試験  

片でも2〔※）程度ソ）食害を′之けることもあ／〕た。二れはかな  

り深くまで食い進まれた穴が2へぺヶ所ある程度仇食害  

で，致命的な崩害ではないが十分な「抗虫効果とはこいが  

1「ニい   

強制試験はふ全に閉ざされた狭い空間にムシと試験片  

しりみが存在－す、る条件で行なわれており，通常〝）竹製謡レ）  

使川条什とは大きく異なる．ムシ仁王そ〝〕羽を一利川Lて自  

巾に飛翔－づて）ニとが出ンにるたれ 実際ゾ）環境は選択鮮書  

試験に上り近いも折と考えJ）れ，室長瀬川丁字！0％が実用  

的な防虫粟慄宜牒托仁ノMHノ友となるモ、ぴ）と考えられる．  

4。まとめ   

伐採時期い異なる竹村を用いてアセナル化処理を行い  

そCり虫害防止効果を試べた．得られた結果は以P▲ゾ）とお  

りであ′〕た．  

血J13Ⅳ   
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ニし す支採咋瓢こよって虫害の程度は大きく異なり そヅ）  

違いは竹材中ソ）テンフン量による≠、〝jである辛が示  

唆された．  

笠アセナル化による壷量増加率と食害防直効果には種  

閑が見られ，竹材アセナル化処理明チビタケナガシ  

ンクイムン食害防1仁効果が確認された．  

宣特殊な条件下を除き， 一般的な伎用条什卜では重量  

増加率n甘‰以上のアセづル化処理を行なえば矢川   

」一」まぼ卜分な防虫効果が得られるものと考えJ）れる  
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